
防災体制について



災害時緊急情報配信システム 整備内容（総合庁舎・旭川駅前）

◆災害時の避難等に関する情報を、人が集まる中心市街地に滞在している方々に伝える、
新たな手段として、総合庁舎屋上及び旭川駅前広場に高性能スピーカーを設置

【担当】防災安全部防災課

災害時の緊急情報配信について

旭川駅前広場総合庁舎屋上（西側） 総合庁舎屋上（東側）



災害時緊急情報配信システム 音達範囲

【担当】防災安全部防災課※国土地理院の地理院地図をもとに旭川市作成｡実際の音達範囲とは異なる場合があります。

◆ 総合庁舎屋上設置の屋外スピーカー

・総合庁舎から４方向に向けて音声を発信

・音達範囲は、６００～８００ｍ程度

◆ 旭川駅前広場設置の屋外スピーカー

・駅前広場及び平和通買物公園に向けて
音声を発信

・音達範囲は、２００～３００ｍ程度

想定音達範囲（イメージ図）

総合庁舎屋上
スピーカー（東側）

旭川駅前広場
スピーカー

総合庁舎屋上
スピーカー（西側）



災害時緊急情報配信システム 情報連携先

◆スマートフォンのあさひかわくらしの
アプリやＳＮＳに一括して災害情報を
配信

【担当】防災安全部防災課

◆包括連携協定を締結しているイオンモール旭川駅前の屋外大型モニターと連携

災害時緊急情報
配信システム

総合庁舎

緊急情報配信の連携先



◆全国瞬時警報システム（Ｊアラート）から
受信した、国民保護情報・緊急地震速報 等
の緊急情報

◆気象特別警報

◆避難所開設を含む避難情報

災害時緊急情報配信システム 配信情報・運用開始

【担当】防災安全部防災課

◆令和８年４月１日から運用開始

災害時緊急情報
配信システム

一斉配信

屋外スピーカー

屋外モニター

くらしのアプリ

ＳＮＳ等

住民、観光客等が適切な避難行動を開始

【災害情報伝達手段】
配信情報

運用開始



◆気候変動による水害の激甚化・頻発化

旭川市防災これ一冊 まとまっぷ 作成の背景

【担当】防災安全部防災課

※国土交通省ホームぺージより出典

令和元年東日本台風

広い範囲にわたって河川が氾濫し、浸水害や土砂災害等が
発生

●洪水浸水想定区域の指定対象の拡大
北海道が管理する３８の中小河川が新たに指定対象

●内水ハザードマップの作成が義務化
旭川市の下水道が雨水出水浸水想定区域（内水氾濫によ
る浸水が想定される区域）の指定対象

◆令和３年７月 水防法改正



旭川市防災これ一冊 まとまっぷ 掲載情報、名称の由来

【担当】防災安全部防災課

次の情報を一冊にまとめたハザードマップ⇒「まとまっぷ」

◆新しい洪水ハザードマップ！

３８の中小河川の洪水浸水想定区域を反映

◆内水ハザードマップを新規に作成！

雨水を排水しきれずに下水道などから水があふれる
内水氾濫による被害予測図を作成

◆災害時に役立つ情報をまとめました！

水害だけでなく、災害全般の対策を掲載

「まとまっぷ」は３月末までに市内全世帯に戸別配布します！



旭川市防災これ一冊 まとまっぷ より見やすく

【担当】防災安全部防災課

旭川市防災これ一冊 まとまっぷ旭川市洪水ハザードマップ
昨年８月に実施したアンケート調査の結果を
踏まえ、標準の配色を基本に明るさを低めに
し、色の違いを強調した配色

水害ハザードマップ作成の手引き
（国土交通省）に示された標準の配色

浸水時の水の深さの違いが識別しやすい



旭川市防災これ一冊 まとまっぷ より便利に

【担当】防災安全部防災課

●あさひかわデジタルマップ－旭川市公開型GIS－

調べたい場所のハザードマップを自由に検索し、拡大･
縮小が可能！

縮小 ハザードマップ 拡大



旭川市防災これ一冊 まとまっぷ 情報満載！

防災情報の入手方法 地震対策

停電対策

【担当】防災安全部防災課


